
平成１８年度決算

　平成１８年度の各会計決算が平成１９年９月に開催された中間市議会で認定されました。
　みなさんから納めていただいた市民税などの税金や地方交付税などの収入で、「元気な風が
ふくまちなかま」に向けて事業を実施致しました。
　一般会計決算では、収入総額は１７４億７，１３４万円、支出総額は１６７億８，８９２万円で差し引き
６億８，２４２万円の黒字となりました。
　その他の特別会計を含む全会計の決算は、下表のとおりです。
　市民の皆さんの生活に密接に関係している一般会計がどのように使われたか、その決算の
概要についてお知らせします。

●各会計別決算状況

※前年度繰上充用金は、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳入を
   繰上げて充てることです。

●一般会計

収入総額　１７４億７，１３４万円

収入総額　

１７４億７，１３４万円

１，９５６万円

８２万円

１，９２２万円

歳出

１７４億７，１３４万円 １６７億８，８９２万円

６０億２，１９９万円

８２万円

２８億３，８８１万円

２８億１，９５９万円

６０億６，３２２万円

（５４億５，０１３万円）
（６億１，３１９万円）

（５億８，３９２万円）
（３，０７９万円）

６億１，４７１万円

会計名

５３億４，２６３万円

１，３１１万円

介護保険事業特別会計

特別会計国民健康保険事業

歳入

一般会計

９，６５８万円

２１億４，６５３万円

６０億４，２０５万円

保険事業勘定

サービス事業勘定

地域下水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

公共用地先行取得特別会計

（単年度決算額）
（前年度繰上充用金）

住宅新築資金等特別会計

（単年度決算額）
（前年度繰上充用金）

３０億４，８７７万円

３０億２，９２１万円

９，４５４万円

２１億４，２７７万円

４０億６４９万円

６億５，５４８万円

６億３，２００万円

２億８，５７５万円

１億５，３３２万円

１億５，１４４万円

５，１９１万円

３０億９，４３８万円

１３億３，８９０万円

６億９，６８６万円

使用料・手数料

財産収入・寄附金

地方交付税 ５２億７，８４１万円

繰越金

基金の取崩

諸収入

分担金・負担金

地方消費税交付金など

自主財源

５９億３，６３９万円
（３４．０％）

依存財源

１１５億３，４９５万円
（６６．０％）

国庫支出金

市債

県支出金

地方譲与税 ４億９，２８６万円

６億３，３５４万円

市税



支出総額　１６７億８，８９２万円

◎目的別支出の状況

 福祉サービスの提供など

 借入金の返済

 市役所窓口サービスなど行政の推進

 失業対策に

 教育の充実に

 道路や市街地の整備

 保健医療やごみ処理など

 消防防災対策に

 市議会運営に

 農業振興に

 商工業振興に

災害復旧に

◎性質別支出の状況

支出総額　

１６７億８，８９２万円

100.0%

災害復旧費

投資的な経費
１６億５２３万円

９．６％
５０４万円

普通建設事業費

失業対策事業費

９億４，６８２万円

６億５，３３７万円

物件費、維持補修費

補助費等、積立金

貸付金、繰出金

１６７億８，８９２万円

４３億４，６０７万円

３４億６，６７７万円

２０億４，７２２万円

一般会計合計

消費的な経費

５３億２，３６３万円
３１．７％

５３億２，３６３万円

0.4%

１３億１４８万円

１２億７，１１０万円

１２億１，８８４万円

7.7%

2.9%

1.3%

0.7%

6.6%

11.6%

７０億６５１万円

２０億４，７２２万円

１９億４，５１０万円

41.7%

12.2%

義務的な経費

９８億６，００６万円
５８．７％

人件費

扶助費

公債費

0.0

7.6%

7.3%

５０４万円

１１億４６８万円

４億８，４１４万円

２億１，４４２万円

１億１，５８６万円

７，４５３万円



●主な事業

◎JR中間駅前パトロール立寄所新築事業　１１６万円
市内犯罪の抑止を図るため、警察官及び防犯パトロール関係者の立寄拠点となる施設として、
ＪＲ中間駅前に木造平屋建てのパトロール立寄所を設置しました。

◎中間西小学校区内学童保育所新築事業　２，８７１万円
中間西小学校敷地内に学童保育所を整備し、平成１８年９月に開設しました。西小学校児童
が安心して放課後を過ごせる環境が整いました。

◎犬王古月線街路事業にかかる負担金　６，２００万円
福岡県が施行する筑豊本線の垣生駅アンダー立体交差点工事に対して地元負担金を支出し
ました。

◎祭り実行委員会に対する助成　１，４９０万円
筑前中間さくらまつり，川まつり，やっちゃれ祭り、西部市場まつりの各実行委員会に対し助成し、
地域住民の交流や活性化を図りました。

◎ふくおかコミュニティ無線システム整備事業　１，１８６万円
災害時に迅速に情報を伝達し、市民に迅速な避難を促すため、ふくおかコミュニティ無線システム
の整備を行いました。このシステムは平成１９年度完了予定です。

◎土手ノ内公営住宅建替事業　２億６，０３０万円
２ヵ年の継続事業である土手ノ内の市営住宅の建替工事を行いました。
今年度は鉄筋コンクリート造３階建の１５戸が完成し、全建替事業が完了しました。

◎少子化対策事業の充実（乳幼児医療・児童手当）　３億３，４６９万円　
０歳児から３歳児未満を対象にしていた医療費の公費負担が０歳児から満４歳児までに拡充
されました。また３歳児未満については一部自己負担となっていた初診料・往診料が平成１９
年１月から公費負担となりました。また児童手当についても延べ４７，５９７人の児童に対し２億
７，３３９万円を給付しました。児童手当制度は平成１９年度より拡充され児童１人あたり月額
１万円が給付されます。

◎学校教育施設整備事業　５，４６６万円
市内小学校１校、中学校２校のトイレ改修工事、中間南小学校の体育館改修工事を行い、
学校教育施設の充実を図りました。

◎国民保護計画の作成　２９４万円
国民保護法の規定により、有事の事態に住民を保護するための国民保護計画の作成を
行いました。


